
 

  

例会記録  

会員総数    47名  出席会員数 36名 

ゲスト          1名   その他     0名 

ビジター    1名   事務局     2名 

海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ 1名   出席率   78.26％ 

 ──────────────── 

9月4日 Make-up後の 

出席率 85.85％ 
    

【今週のＭＵ状況】 
   福田会員（9/14紀尾井町ＲＣ 

          9/20世田谷ＲＣ） 

   佐藤会員（9/27福島南ＲＣ） 

 

ニコニコボックス  

 中谷会員：ｲﾀﾘｱから無事帰国。ｻﾙﾃﾞｨﾆｱ 

のマグロから作ったカラスミは珍味 

でした 

 薗会員：白内障手術無事終了、感謝です 

 若林会員：久しぶりにＫＲＧ優勝。新保 

プロには及びませんでしたが・・・ 

皆様有難うございました。 

 新保・荘村会員：ＫＲＧご参加有難うござ 

いました。若林さん優勝おめでと 

うございます。 

 

 

 

次回予告  

第 11回例会 2017.10.16（＃2180） 

夜間移動例会 

～ガストロノミーの夕べ～ 
 ｼﾞｭｴﾙ・ﾛﾌﾞｼｮﾝの神髄を味わう 

 

 

      

会長報告 

1） 本日は、タイ・チェンライRCのパスト会長原田様にタイ北部のアカ底の子供達への支援活動について卓話を頂戴 

致します。 

2）10/16日の夜間移動例会に皆様ご参加下さい。 

3）10/25日には姉妹クラブ締結 6周年記念例会が、福島で開催されます。皆様もご参加下さい。 

 

幹事報告 

1）第2回健康ウオーキングは10/8の予定でしたが連休ですので、10/15日に開催致します。ご家族皆様でご参加下さい。 

2）前年度の決算は理事会にて承認されました。全会員に決算報告書を配布致しました。 

3）10/13日には、地区研修会が開催されます。入会の浅い方はできる限り御参加戴きたいと思います。 

4）会員名簿の最新版をメールにて配信しました。 

5）福島産直品のお申込は本日中にお願い致します。 

6）今夕は久しぶりの地酒の会が御座います。参加の方は「とみたや」さんへお集りください。 
 

50 周年祝賀会まであと 252 日 

  本日の例会プログラム 

第 10回例会 2017.10.2（＃2179） 会場：翠鳳の間 

例会ホスト・紹介係 保科君   会費係     時園君 

受付係    福田君  佐藤君 

司会者 秋山君  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 荒川君 

卓話  米山月間に因んで 

「日本とネパールの架け橋を目指して 

～米山学友としてできること～」 
    米山学友 ｼﾞｷﾞｬﾝ･ｸﾏﾙ・ﾀﾊﾟ氏 

       紹介者 須藤会員 
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ROTARY ：Making a Difference 

         ﾛｰﾀﾘｰ：変化をもたらす 

東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告 

第 9回例会 2017.9.25（＃2178） 会場：翠鳳の間 

例会ホスト・紹介係 齊藤君   会費係     澤本君 

受付係    後藤君 

司会者 乳井君  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 地引君 

 

卓話 「輝く瞳に会いに行く」 

     
タイ・チェンライＲＣﾊﾟｽﾄ会長 原田 義之氏 

       紹介者 内田会員 

  

 

 

 

  2017〜18 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長  Ian H.S.Risely  

１１月３日 １０時～１４時 福島マルシェ  

＠ベルギースクエア（大使館横） 
 



 
 

  
 

  

 

真田幸村 虚像と実像 幸村の子女たち 

仙台真田家第１４代当主 真田徹氏（9/11卓話 保科会員紹介） 

 

真田という名は、もともと地名でした。

特に多いのは静岡県と神奈川県で

す。私どもは「信州の真田」と言ってい

ます。長野県上田の山の方の真田町

が発祥の地であろうというので、今で

も「真田郷」と言われています。信州

の大きな姓で滋野という姓の中に三

つの姓があり、この中で一番大きな姓

が海野といいます。この海野の嫡流

が真田のようです。 

 初めに幸隆がいて、昌幸、幸村と続き、これが真田三代

と言われています。幸隆の父が海野の直系の娘をもらっ

て生まれたのが幸隆だと言われています。ちょうどそのこ

ろは戦国時代でした。幸村の父の昌幸は三男ですが、長

男、次男が戦で亡くなり、家督が回ってきたのです。昌幸

の子どもは娘と信之、幸村です。幸隆が武田家に仕官し

て基礎をつくり、れを引き継いだ昌幸が羽ばたいていった

ということです。 

 真田家は徳川、上杉、北条ともいろいろな確執がありま

した。武田勝頼の代で武田が滅びましたので、その後真

田家は 2年間ぐらいで次々とよりどころを変えていきまし

た。徳川、北条、豊臣、上杉がいましたが、みんな真田領

を取りたいと思っていました。結局、北条の小田原攻めに

なり、その後、昌幸は家を二つに分けました。北条が亡く

なり、徳川はどうしても真田家を味方につけたいと思いま

したが、昌幸は家康が大嫌いでした。昌幸は本多忠勝の

娘を自分の養女にして、幸村の兄の信之に嫁がせまし

た。信之を徳川に就かせて、昌幸はそこを切り離しまし

た。 

 関ヶ原の前夜、真田家は東軍につくか、西軍につくかと

いう会談をしました。信之は家康方の東軍です。かたや、

昌幸氏と二男の幸村は西軍でした。昌幸と幸村は関ヶ原

で負けてしまい、高野山のふもとの九度山に流されまし

た。流されるときは、家臣 16人と幸村氏の妻子を全部連

れていきました。江戸幕府がなぜこんななまぬるいことを

やったのか、思惑は謎です。 

 幸村の妻の竹林院は九度山で 7人の子を産みました。

その中の一人、大八が私の家の初代になります。そのほ

かに豊臣家の生き残った侍女を側室にして子どもを 2人

もうけましたし、2人の村娘との間にも子を一人ずつもう

けています。幸村は、男子 4名、女子 9名、合計 13名の

子をもうけたことになります。幸村と堀田作兵衛の娘の間

に生まれた長女のすへは、長和町にお嫁に行きました。 

この家は江戸時代には本陣をしていて、今でも続いてい

ます。2番目の高梨内記の娘との間に生まれた子ども 

は、九度山で赤ん坊のころ亡くなりました。それから正妻

の大谷刑部の娘、竹林との間に生まれた長男大助は 

 

1615年の大阪夏の陣で大阪城で切腹して亡くなりまし

た。あぐり、阿梅、おかね、名前不詳の娘、大八と阿菖蒲

がいました。私は、大八から数えて 13代、幸村氏から数

えると 14代になります。 

 幸村の 5人の子どもを伊達政宗がかくまいました。阿梅

が大阪城にずっといて、天王寺の戦いで伊達軍と遭遇し

ます。それを見込んで、阿梅を伊達に落とそう、阿梅を片

倉小十郎に預けました。この片倉家は伊達の戦法をつか

さどる家で、信州の諏訪野の出で、神社関係でつながっ

ていたのではないかと言われています。それから政宗は

天下を取りたかったので、真田が家康の首を取ってくれる

のならいくらでも援助するということだったのではないでし

ょうか。 

 それから三好に生まれた御田姫は、秋田県の由利本荘

市に岩城藩にお嫁に行っています。阿梅はそのまま片倉

家に納まりました。おかねは伊達に引き取られてから、京

都で大商人の石河家に嫁ぎました。大八は白石で養育さ

れて、後に仙台藩主になりました。それから阿菖蒲は京

都に隠れていたのを仙台に呼び出して、親戚の片倉に嫁

がせました。腹違いの娘は、今の井伊家の家老に嫁ぎま

した。それぞれ子女は、大阪の陣が終わってからいい家

に嫁ぎました。それを大谷刑部のネットワークを使って画

策したのが竹林院だったと言われています。幸村氏が大

阪に入るときの支度金が黄金 200枚で、大阪の陣が終

わったときに竹林院が 57枚を握っていたと言われていま

す。 
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